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雪崩発生件数（集落雪崩）

死者・行方不明者（集落雪崩）

【国土交通省 砂防部 H18.1.10】

○砂防部保全課において「雪崩災害警戒体制」をとって、情報収集等を継続中

・雪崩防災情報を砂防部ホームページ（下記アドレス）に掲載
○関係機関への要請
・１０月２５日 雪崩危険箇所の周知・点検、警戒・避難訓練、雪崩防災に係る広報活動等を実施するよう通知
（雪崩防災週間（12月１～７日）の実施にあたっての通知）
・１２月５日 雪崩災害を含めた災害報告の徹底について通知
・１２月２２日 雪崩災害に対する警戒と災害報告の徹底について、注意喚起文書を発出

○１月１０日 （独）土木研究所雪崩・地すべり研究センター所長を派遣し、新潟県津南町や長野県栄村等を中心に、

北陸地方整備局と新潟県・長野県が連携してヘリコプターによる積雪状況調査を行うことを決定

砂防部調べ砂防部調べ

負傷者 14人、家屋一部損壊 3戸

《岐阜県郡上市高鷲町大鷲》
ぐじょうしたかすちょうおおわし

砂防部ホームページ（雪崩防災情報を掲載中） → http://www.mlit.go.jp/river/sabo/砂防部ホームページ（雪崩防災情報を掲載中）砂防部ホームページ（雪崩防災情報を掲載中） →→ http://http://www.mlit.go.jp/river/sabowww.mlit.go.jp/river/sabo//

砂防関係の取り組み砂防関係の取り組み

※各年は暦年
※H17年はH17年1月～H1７年4月
※H18年はH17年12月～H18年1月

新潟県湯之谷村(6名)
〃 守門村(8名)

人

新潟県中里村(5名)

新潟県能生町(13名)
山形県尾花沢市(2名)

◇雪崩危険箇所◇

豪雪地帯対策特別措置法により指定された豪雪地帯で、雪
崩の被害想定区域内(右図参照)に、人家5戸以上（5戸未満
であっても官公署、学校、病院、災害時要援護者施設、駅、
旅館等のある場合を含む）ある箇所
（雪崩危険箇所(Ⅱ)とは、人家1戸～4戸の箇所）

勾配
１５
°以
上

【資料 １】

※
※

1

5

1

2

9

※詳細については確認中であり変わる事もある。

※雪崩及び積雪地域における土砂災害について記載

※道路にかかる雪崩を含む

1

北海道 雪崩 2

福島県 雪崩

長野県 雪崩 2

雪崩 12

2

雪崩

14

12

※　これは速報であり、数値等は今後変わることもある。

3

半壊

合　計 33

福井県

集落雪崩

平成１７年１２月からの雪崩等災害発生状況

住家被害

都道府県名 発生災害 発生件数 全壊流
出

死者

滋賀県 雪崩 1

1

5

人的被害

負傷者
行方
不明

2

岐阜県 雪崩 3 1

山形県
雪崩

新潟県
1地すべり

地すべり 1

○雪崩等災害の発生状況（平成１８年１月１０日　１４時００分現在）

一部破損

岩手県 雪崩 1

秋田県 雪崩 2

1

雪崩　３１件
（うち、集落雪崩（住家周辺の雪崩）9件）
地すべり　２件



雪崩発生源

急傾斜施設（擁壁）

急傾斜施設（擁壁）

○平成17年12月24日7時30分発生
○岐阜県飛騨市稲越字柳ヶ瀬地内

○平成17年12月24日7時30分発生
○岐阜県飛騨市稲越字柳ヶ瀬地内

○平成18年1月5日発生
○新潟県十日町市浅河原地区

○平成18年1月5日発生
○新潟県十日町市浅河原地区

○平成18年1月3日発生
○新潟県妙高市燕温泉地区

○平成18年1月3日発生
○新潟県妙高市燕温泉地区

○平成17年12月5日発生
○岐阜県郡上市高鷲町大鷲

○平成17年12月5日発生
○岐阜県郡上市高鷲町大鷲

雪崩災害発生件数

１０件以上

５～９件

１～５件

大雪の状況(1月) 1月9日9時現在

＜気象庁HPより作成＞

積雪深 cmff

aa

bb

dd
ee

雪崩が発生

○平成17年1月6日11時発生
○北海道羅臼町礼文町

○平成17年1月6日11時発生
○北海道羅臼町礼文町

cc

○平成17年12月31日発生
○長野県北安曇郡小谷村 白馬コルチナスキー場

○平成17年12月31日発生
○長野県北安曇郡小谷村 白馬コルチナスキー場

窓ガラスが破損

入広瀬(新潟県魚沼市):287cm

小出(新潟県魚沼市):259cm

十日町(新潟県十日町市):292cm

津南(新潟県中魚沼郡):386cm

関山(新潟県妙高市):338cm

野沢温泉(長野県下高井郡):324cm

白川(岐阜県大野郡):255cm

酸ヶ湯(青森県青森市):366cm

肘折(山形県最上郡):311cm

大井沢(山形県西村山郡):275m

只見(福島県南会津郡):270cm

桧枝岐(福島県南会津郡):265cm

湯沢(新潟県南魚沼郡):332cm

aa

bb

cc

dd

ee

ff



１月３日15
時30分頃

1
1月5日11時

頃
雪崩危険箇
所（Ⅰ）

１月４日11
時05分頃

１月４日22
時45分頃

１月４日21
時20分頃

12月31日13
時30分頃

12月27日15
時頃覚知

地すべり危険
箇所

１月３日19
時00分頃

１月３日20
時00分頃

12月24日9:30

1 12月24日9:00
雪崩危険箇所

（Ⅱ）

12月24日9:30

12月28日8:20

1 1月3日10:45
雪崩危険箇所

（Ⅰ）

1月3日17：20

1月3日15：40

1月3日17:45
～1月4日1:30

1 １月３日15:00
雪崩危険箇所

（Ⅰ）

1 1月5日17：00
雪崩危険箇所

（Ⅰ）

１月８日11:00
頃

1
１月６日14:30

頃

12月22日15
時頃

地すべり危険
箇所

糸魚川市
ｲﾄｲｶﾞﾜｼ

和泉
ｲｽﾞﾐ 自宅裏に流出、１戸（１

名）自主避難

12

雪崩により物置ガラ
ス２枚破損

北海道 雪崩 2

目梨郡
ﾒﾅｼｸﾞﾝ

羅臼町
ﾗｳｽﾁｮｳ

十日町市
ﾄｵｶﾏﾁｼ

 西
ﾆｼ

浅河
ｱｻｶﾞ

原
ﾜﾗ

地区
ﾁｸ

国道289号へ流出。
車２台が巻き込まれ
たが排雪し救助　け
が人なし。（近接２箇
所で雪崩発生）

南会津郡
ﾐﾅﾐｱｲﾂﾞｸﾞﾝ

南郷村
ﾅﾝｺﾞｳﾑﾗ

大字
ｵｵｱｻﾞ

東
ｱｽﾞﾏ

道道（知床公園羅臼
線）へ流出

南会津郡
ﾐﾅﾐｱｲﾂﾞｸﾞﾝ

舘岩村
ﾀﾃｲﾜﾑﾗ

大字
ｵｵｱｻﾞ

穴
ｱﾅ

原
ﾊﾞﾗ

国道352号へ流出。
車１台巻き込まれ　１
名自力脱出　ｹｶﾞ人な

し。

中魚沼郡
ﾅｶｳｵﾇﾏｸﾞﾝ

津南
ﾂﾅﾝ

町
ﾏﾁ

前
ﾏｴ

倉
ｸﾗ

国道405号へ流出。
通行車両１台巻き込

まれ

目梨郡
ﾒﾅｼｸﾞﾝ

羅臼町
ﾗｳｽﾁｮｳ

 礼文町
ﾚﾌﾞﾝﾁｮｳ

福島県 雪崩

1
雪崩により旅館窓ガ
ラス２枚破損妙高

ﾐｮｳｺｳ

市
ｼ

燕
ﾂﾊﾞﾒ

関越道へ流出 流出した雪
に乗り上げた車両に後続車
両が追突 けが人なし

南
ﾐﾅﾐ

魚沼
ｳｵﾇﾏ

郡
ｸﾞﾝ

湯沢町
ﾕｻﾞﾜﾏﾁ

土樽
ﾂﾁﾀﾙ

（関越
ｶﾝｴﾂ

自動車
ｼﾞﾄﾞｳｼｬﾄﾞ

道
ｳ

）

岩手県 雪崩 1

地すべり 1

2

雪崩

行方
不明

※　これは速報であり、数値等は今後変わることもある。

危険箇所
被害状況等

平成１７年１２月からの雪崩等災害発生状況

住家被害

都道府県名 発生災害
発生
件数 全壊

流出
死者 負傷者

一部
破損

発生日時
半壊

鶴岡市
ﾂ ﾙ ｵ ｶ ｼ

旧
ｷｭｳ

温海町
ｱ ﾂ ﾐ ﾏ ﾁ

　鳶
ﾄﾋﾞ

ヶ坂
ｻｶ

地区
ﾁ ｸ

集
落
雪
崩

県道にかかる斜面上
に滑落崖を発見

雫石町
ｼｽﾞｸｲｼﾁｮｳ

橋場
ﾊｼﾊﾞ

国道46号へ流出。車
3台は雪崩手前で停
止。けが人等なし。

県道（福館阿仁田線）
へ流出。車1台巻き込
まれ　けが人なし。

地すべりに伴う倒木
による被害1 東蒲原郡

ﾋｶﾞｼｶﾝﾊﾞﾗｸﾞﾝ

阿賀町
ｱ ｶ ﾞ ﾏ ﾁ

　五十島
ｲ ｶ ﾞ ｼ ﾏ

地区
ﾁ ｸ

人的被害

災害発生箇所

新潟県

1地すべり

市道へ流出

南
ﾐﾅﾐ

魚沼
ｳｵﾇﾏ

郡
ｸﾞﾝ

湯沢町
ﾕｻﾞﾜﾏﾁ

湯沢
ﾕｻﾞﾜ

GALA湯沢ｽｷｰ場で
客2名が雪崩に巻き
込まれるがけが人な

し

十日町市
ﾄｵｶﾏﾁｼ

八箇
ﾊｯｶ

　孕石
ﾊﾗﾐｲｼ

地区
ﾁｸ 集落内道路へ流出。

近くに住家なし。

魚野川を越えて県道
約200m埋塞（河道閉

塞は無し）

十日町市
ﾄｵｶﾏﾁｼ

伊達
ﾀﾞﾃ

丙
ﾍｲ

　土
ﾄﾞ

市
ｲﾁ

地区
ﾁｸ

9

○雪崩等災害の発生状況（平成１８年１月１０日１４時００分現在）

南魚沼
ﾐﾅﾐｳｵﾇﾏ

郡
ｸﾞﾝ

湯沢町
ﾕｻﾞﾜﾏﾁ

火打
ﾋｳﾁ

～南魚沼郡
ﾐﾅﾐｳｵﾇﾏｸﾞﾝ

湯
ﾕｻﾞ

沢町
ﾜﾏﾁ

三俣
ﾐﾂﾏﾀ

南
ﾐﾅﾐ

魚沼
ｳｵﾇﾏ

郡
ｸﾞﾝ

湯沢町
ﾕｻﾞﾜﾏﾁ

三国
ﾐｸﾆ

南
ﾐﾅﾐ

魚沼
ｳｵﾇﾏ

郡
ｸﾞﾝ

湯沢町
ﾕｻﾞﾜﾏﾁ

土樽
ﾂﾁﾀﾙ

山形県

雪崩

秋田県 雪崩 2

北秋田郡
ｷﾀｱｷﾀｸﾞﾝ

上小阿仁
ｶﾐｺｱﾆ

村
ﾑﾗ

　  南沢
ﾐﾅﾐｻﾜ

1

北
ｷﾀ

秋田市
ｱｷﾀｼ

阿仁
ｱﾆ

前
ﾏｴ

田
ﾀ

最上郡
ﾓｶﾞﾐｸﾞﾝ

真
ﾏ

室川
ﾑﾛｶﾜ

町
ﾏﾁ

差
ｻ

首
ｽ

鍋
ﾅﾍﾞ

3

雪崩により倉庫が一
部損壊

国道285号へ流出。
車3台巻き込まれ　４
名自力脱出　ｹｶﾞ人な

し。

国道344号へ流出

国道17号へ流出
（近接３箇所で雪崩

発生）

南
ﾐﾅﾐ

魚沼
ｳｵﾇﾏ

郡
ｸﾞﾝ

湯沢町
ﾕｻﾞﾜﾏﾁ

土樽
ﾂﾁﾀﾙ

ﾙｰﾃﾞﾝｽ湯沢ｽｷｰ場
で従業員4名雪崩に
巻き込まれる

苗場ｽｷｰ場ﾘﾌﾄ降り
場付近で雪崩発生従
業員3名と客6名がけ



行方
不明

※　これは速報であり、数値等は今後変わることもある。

危険箇所
被害状況等

平成１７年１２月からの雪崩等災害発生状況

住家被害

都道府県名 発生災害
発生
件数 全壊

流出
死者 負傷者

一部
破損

発生日時
半壊

集
落
雪
崩

人的被害

災害発生箇所

○雪崩等災害の発生状況（平成１８年１月１０日１４時００分現在）

1 12月31日7:50
雪崩危険箇所

（Ⅰ）

1月3日9:00頃

1 12月５日9:30

12月22日12
時頃～14時

頃

1 12月24日7:30
雪崩危険箇所

（Ⅰ）

12月14日
20:30

12月20日7:20

12月22日
12:30

12月24日9:10

12月23日
12:20

12月29日
22:15

9

※詳細については確認中であり変わる事もある。

※情報は地方整備局等及び道府県からの情報に基づく。

※雪崩及び積雪地域における土砂災害について記載

松本市
ﾏﾂﾓﾄｼ

上高地
ｶﾐｺｳﾁ

明神岳の上宮川谷で登
山客２名が雪崩に巻き
込まれ、１名が心肺停

止の状態

1

長野県 雪崩 2

北
ｷﾀ

安曇
ｱｽﾞﾐ

郡
ｸﾞﾝ

小谷村
ｵﾀﾘﾑﾗ

千国
ﾁｸﾆ

乙
ｵﾂ

白馬ｺﾙﾁﾅ国際ｽｷｰ場ｹﾞ
ﾚﾝﾃﾞ外の雪崩危険箇所
を点検中１名雪崩に巻
き込まれ重傷

勝山市
ｶﾂﾔﾏｼ

北谷町
ｷﾀﾀﾞﾆﾁｮｳ

東山
ﾋｶﾞｼﾔﾏ

国道157号へ流出

14合　計 33 3

国道365号へ流出滋賀県 雪崩 1 伊香郡
ｲ ｶ ｸ ﾞ ﾝ

余呉町
ﾖ ｺ ﾞ ﾁ ｮ ｳ

椿
ﾂﾊﾞｷ

坂
ｻﾞｶ

福井県 雪崩 5

国道417号へ流出、
通行車両1台埋まる

大野市
ｵｵﾉｼ

下山
ｼﾓﾔﾏ

国道158号へ流出。
通行車両１台巻き込

まれ

越前
ｴﾁｾﾞﾝ

市
ｼ

中
ﾅｶｲ

居

岐阜県 雪崩 3

1

大野郡
ｵｵﾉｸﾞﾝ

白川村
ｼﾗｶﾜﾑﾗ

牧
ﾏｷ

～高山市
ﾀｶﾔﾏｼ

荘川
ｼｮｳｶﾜ

町
ﾏﾁ

牧
ﾏｷ

戸
ﾄﾞ

擁壁（急傾斜施設）が
雪崩を捕捉

1 郡上市
ｸﾞｼﾞｮｳｼ

高鷲町
ﾀｶｽﾁｮｳ

大鷹
ｵｵﾀｶ

　向鷲見
ﾑｶｲｽﾞﾐ 用水路に雪が溜まっ

て雪崩発生

飛騨
ﾋﾀﾞ

市
ｼ

河合町
ｶﾜｲﾁｮｳ

稲越
ｲﾅｺﾞｴ

　柳ヶ瀬
ﾔﾅｶﾞｾ

②

国道156号へ流出（近
接３箇所で雪崩発

生）

大野市
ｵｵﾉｼ

長野
ﾅｶﾞﾉ

国道158号へ流出。
橋梁が横に約90cm

ずれ。

大野市
ｵｵﾉｼ

箱
ﾊｺ

ヶ瀬
ｾ

国道158号へ流出

雪崩　３１件
（うち、集落雪崩（住家周辺の雪崩）９件）
地すべり　２件



【資料 ３】
雪崩とは

雪崩とは、斜面に積もった雪が、重力の作用により下方に滑り落ちる現象です。

◎表層雪崩
表層雪崩は、すべり面が積雪内部にあり、気温が低く、降雪が続く時期、すなわち1、2月頃の厳寒期
に多く発生します。

表層雪崩のｽﾋﾟｰﾄﾞ 時速100～200km

すべり面

地表面

◎全層雪崩
全層雪崩は、すべり面が地表面にあり、春先の融雪期など気温が上昇した時に多く発生します。

全層雪崩のｽﾋﾟｰﾄﾞ 時速40～80km

すべり面 

全層雪崩
地表面

すべり面

○雪崩が到達するといわれている範囲 表層雪崩の到達範囲
見通し角18度まで

全層雪崩の到達範囲
見通し角24度まで

目安

18°

30cm

9.75cm＝
約10cm

24°

30cm

13.35cm＝
約13.5cm24° 

（到達する範囲＝危険地域）
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雪崩の発生しやすいところ

◎急な斜面

斜面勾配30度以上 雪崩が発生しやすくなります

斜面勾配35度～45度 最も危険です

斜面勾配55度以上 発生しにくいが注意が必要です

0

10

20

30

40

50

60

地盤勾配(度)

雪
崩
の
発
生
数

20　  25 　 30 　 35 　 40 　 45 　 50 　 55 　60

斜 面 勾 配
（度）

雪崩が発生しやすい斜面勾配

雪崩発生事例が多い

雪が積もりにくいが、その下の
斜面に吹きだまりが出来やすく
なるので注意

◎低木林や、まばらな植生

低木林や、まばらな植生の斜面では雪崩発生の危険が高くなります。
ササや草に覆われた斜面は裸地よりも危険です。

３０度以上

発生しやすい 発生しにくい

まばらな植生中高木が密に
植生

ほとんど発生しない

斜面勾配３０度未満 低木・灌木・
裸地・草地

発生しやすい

雪崩が発生しやすい斜面の植生の状態
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○全国の雪崩危険箇所

◇雪崩危険箇所◇

豪雪地帯対策特別措置法により指定された豪雪地帯
で、雪崩の被害想定区域内(右図参照)に、人家5戸以
上（5戸未満であっても官公署、学校、病院、災害時要
援護者施設、駅、旅館等のある場合を含む）ある箇所
（雪崩危険箇所(Ⅱ)とは、人家1戸～4戸の箇所）

勾配
１５
°以
上

道府県名危険箇所数
北海道 2,536
青森 1,003
岩手 177
宮城 175
秋田 1,630
山形 935
福島 187
栃木 209
群馬 450
新潟 1,484
富山 907
石川 1,203
福井 1,318
山梨 86
長野 1,292
岐阜 1,630
静岡 59
滋賀 346
京都 687
兵庫 1,314
鳥取 1,316
島根 525
岡山 696
広島 336
合計 20,501
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雪崩の発生しやすい時
斜面に雪があればいつでも雪崩発生の危険が
あります。
次のような徴候があった時は、厳重な注意が
必要です。

◎表層雪崩
○気温が低く、積雪深が大きく降雪の多いとき
○すでにある積雪上に短期間で多量の降雪があった場合
（ 特に１ｍ程度以上の積雪がある時に30cm程度以上の降雪があった時など ）

○０℃以下の気温が続き、吹雪や強風が伴う場合
○雪庇（せっぴ）や吹溜りが斜面に出来ているとき
○35度～45度の急斜面で、積雪面から顔を出すような樹木が少ない場所

 急な寒気によって降雪が続き、 

積雪が急激に増加する 比較的暖かく、降雪が少ない 

この頃に表層雪崩が発生しやすい 

積雪深 

気温 

高 

低 

表層雪崩が発生しやすい 
気象状況 

１日～数日の変化

◎全層雪崩

○春先や降雨後、フェーン現象などにより気温が上昇したとき
○斜面に雪しわ、ひび、こぶが出来て、徐々に大きくなる場合（特に危険）
○斜面の勾配が35度～45度で樹木が無く、地肌が露出している場合

 

暖気により積雪深が急に減少 

比較的に気温の変動が少ない 暖気による気温上昇

気温 

積雪深 
この頃に全層雪崩が発生しやすい

高 

低 

全層雪崩が発生しやすい 
気象状況 

１日～数日の変化
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集落雪崩災害の事例

柵口（ませぐち）地区雪崩災害

（新潟県西頸城郡能生町 昭和６１年１月２１日）
にしくびきぐん のうまち

集落背後にそそり立つ権現岳で発生し
た表層崩壊は、沢に沿って約２ｋｍ先
の集落を襲い、死者１３名、負傷者９名、
民家１０戸全半壊の大惨事となった。

赤線は雪崩走路を表す

雪崩発生域

雪崩は約2kmを流下した
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